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平成１５年１０月２４日

各     位
会 社 名  株式会社　大　林　組

（本店所在地）大阪市中央区北浜東４番３３号

代表者名  取締役社長　向笠愼二

（コード番号 1802　東、大、名、福）

問合せ先  東京本社総務部長　増田龍司

（TEL　 03 － 5769 － 1017 ）

中間業績予想の修正に関するお知らせ

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成１５年５月１６日の決算発表時に公表した平成１６年３月期の

中間個別業績予想及び中間連結業績予想を、下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。

記

１  平成１６年３月期 中間個別業績予想数値の修正（平成 15 年 4月 1日～平成 15年 9月 30日）

                                                                        （単位：百万円、％）

売  上  高 経 常 利 益 中間純利益      

前 回 発 表 予 想（A)
（平成 15 年 5 月 16 日発表） 513,000 3,000 1,500

今 回 修 正 予 想 (B) 485,000 5,400 2,900

増 減 額（B)-(A) △ 28,000 2,400 1,400

増 減 率   (%) △ 5.5 80.0 93.3

前期（平成14 年 9 月期）実績 437,658 △ 5,857 △ 4,496

２  平成１６年３月期 中間連結業績予想数値の修正（平成 15 年 4月 1日～平成 15年 9月 30日）

                                                                        （単位：百万円、％）

売  上  高 経 常 利 益 中間純利益      

前 回 発 表 予 想（A)
（平成 15 年 5 月 16 日発表） 574,000 3,000 1,700

今 回 修 正 予 想 (B) 542,000 5,000 3,800

増 減 額（B)-(A) △ 32,000 2,000 2,100

増 減 率   (%) △ 5.6 66.7 123.5

前期（平成14 年 9 月期）実績 494,526 △ 5,662 △ 4,429
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３  修正の理由

（１） 中間個別業績予想修正の理由は以下のとおりです。

a. 売上高の減少

　当中間期において受注し完成する見込みであった工事が減少したこと及び期首手持工事の

一部の売上への計上が下半期に延びたこと等により、売上高は予想値に比べて約２８０億円減

少する見込みです。

b. 営業利益及び経常利益の増加

　完成工事利益率の改善等により、営業利益は予想値に比べて約１１億円増加し、約３１億円

となる見込みです。また、これに加え、保有株式を売却したこと等により、経常利益は予想値

に比べて約２４億円増加し、約５４億円となる見込みです。

c. 中間純利益の増加

　経常利益の改善に伴い、中間純利益は予想値に比べて約１４億円増加し、約２９億円となる

見込みです。

（２） 中間連結業績予想修正の理由は以下のとおりです。

　連結財務諸表提出会社（当社）の平成１６年３月期の中間個別業績予想の修正に伴い、中間

連結業績予想の修正を行うものです。

４　中間配当金につきましては、１株につき普通配当３円とする予定であり、変更はありません。

５　平成１６年３月期の個別通期及び連結通期業績予想につきましては、平成１６年３月期の中間決

算発表時（１１月２１日予定）にお知らせいたします。
以  上

＜ご参考＞

　○中間個別受注実績（速報値）について（平成 15 年 4月 1日～平成 15年 9月 30日）

（単位：億円、％）

建 設 事 業

土　木 建　築
不動産事業等 合　計

前 回 発 表 予 想（A)
（平成 15 年 5 月 16 日発表） 1,100 4,000 130 5,230

中 間 受 注 実 績 (B) 1,040 3,675 144 4,860

増 減 額（B)-(A) △ 60 △ 325 14 △ 370

増 減 率   (%) △ 5.5 △ 8.1 10.8 △ 7.1

前期（平成14 年 9 月期）実績 1,098 4,136 134 5,369

株式会社　大　林　組


